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適応策と緩和策の関係図
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気候変動対策：「適応策」と「緩和策」の両輪で対策の推進



地域気候変動適応計画策定への背景
• 気候危機が既に現実味を帯びてきている中、豊田市におい
ても大きな影響が予想されるのか？（調査が必要）

↓
①ゼロカーボンシティを目指した緩和策の強化

＆
②気候変動の影響に、しなやかで持続可能な社会への適応
（緩和と適応の両輪で対策が必要）

↓
• 行政や企業、市民がそれぞれの役割を認識し、相互に連
携・協力しながら適応策を推進することを目的とした地域
気候変動適応計画を策定。
【環境部の役割】
１．適応計画の策定（関係部局の巻き込み）
２．市民へ適応の理解を向上させる（啓発） 3



• 職員向け研修
• 集合研修（2017年度～ 延べ３回130名）
• Eラーニング・アンケート（各年度1回）
◎適応認知度（職員）36.7％→43.5%

• 熱中症予防セミナー
• 指導者向け・市民向け各1回延べ306名

• 暑熱調査
• ｻｰﾓｶﾒﾗによる観測
• 暑熱日ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
• 熱中症搬送者分析
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STEP4

影響評価の実施

STEP3

将来の気候変動影響の整理

STEP2

これまでの気候変動影響の整理

STEP1

地域気候変動適応計画策定／
改定に向けた準備

STEP1の実施内容
2017
年度
～

2020
年度

2021
年度

豊田市地域気候変動適応計画の流れ豊田市地域気候変動適応計画の流れ



• 研修の趣旨
・部局横断的な取組が必要な気候変動への適応について、職員の適応に
関する知識を深め、幅広い理解を深める。

・既に取り組まれている施策・事業について、気候変動への適応という
視点で、担当する事業や計画を改めて見つめ直すきっかけとする。

• 研修の内容
講義（1時間）＋ワークショップ（1時間）
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年度 テーマ 参加職員
2017 「持続可能な都市づくりの課題と対策-気候変動

への適応を中心として-」
12部局38所属 計46人

2018 「地球温暖化対策は新たな段階へ ―気候変動
にどう適応するか―」

11部局35所属 計48人

2019 「気候変動と市の事業 ～ スポーツ と 環境の
関係から～」

11部局24所属 計36人

参考）庁内職員向け研修について参考）庁内職員向け研修について



• 気候変動は役所内では環境政策課だけが市民向け啓発をしていればとよいものではないことが実
感できた点がとても良い研修でした。

• 全ての施策ができるわけではない。優先を決めて実施する必要があります。
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職員アンケート結果（抜粋）

参考）庁内職員向け研修について参考）庁内職員向け研修について



【STEP2】これまでの気候変動影響の整理
豊田市における気候変動の影響について7つの対象分野ごとに整理

①農林水
産業

②水環境・
水資源

③自然生
態系

④自然災害・
沿岸域

⑤健康 ⑥産業・経
済活動

⑦国民生活・
都市生活

【STP3】将来の気候変動影響の整理
国の気候変動影響評価報告書や庁内の行政資料、大学や研究機関による将
来の気候変動影響に関する研究論文等を収集、整理の実施。

【STEP4】影響評価の実施
国の影響報告における「重大性」「緊急性」「確実性」に加えて、市独
自で地域特性が高い「地域性」を追加し、影響評価を実施。

各STEPの実施内容

庁内関係課 【産業部】農政課、産業労働課、商業観光課、森林課
【上下水道局】（水）企画課 【環境部】環境政策課
【地域振興部】地域支援課、足助支所、旭支所、小原支所、下山支所、
稲武支所、防災対策課 【建設部】道路維持課、河川課
【保健部】（保）総務課、感染症予防課 【福祉部】介護保険課、障
がい福祉課、生活福祉課、福祉総合相談課 【消防本部】警防救急課
【こども部】保育課 【都市整備部】都市整備課、交通政策課

組合、団体 農業組合、茶業組合、観光協会、矢作川研究所

事業者 自動車製造業2社、豊田信用金庫、東邦ガス

■ヒアリング調査対象者

注釈：2020年度調査・計画策定については、愛知県「元気な愛知の市町村づくり補助金」を活用しています。 7

豊田市地域気候変動適応計画の流れ豊田市地域気候変動適応計画の流れ
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参考）ヒアリング結果より（市民生活への
影響）参考）ヒアリング結果より（市民生活への影響）



• 2020年11月 2日間で70名参加

話題提供「豊田市の気候変動の影響」

身近に感じる影響に対して、適応策を検討
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分野ごとに分かれてグループワーク

参加者全体での共有

参考）市民向けワークショップの様子参考）市民向けワークショップの様子



• ヒアリング調査等
↓

• 各分野別影響評価・インパクトチェーンのとりまとめ
↓

• 気候変動影響評価報告書の作成
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豊田市における気候変動影響評価の作成豊田市における気候変動影響評価の作成



気候変動影響評価報告書全7分野63項目中、
豊田市は、地域特性も踏まえて7分野25項目が重要度が高いと評価
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気候変動影響評価の結果気候変動影響評価の結果
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気候変動影響評価の結果気候変動によるリスクと機会
図の案は市で考え、業者さんと意見交換した



豊田市における気候変動の影響
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現在及び将来の気候変動影響（3段階）



適応策の整理

対応力整理の実施フロー

• 既存施策の対応力の整理【STEP5】、適応策の検討【STEP6】
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適応策の整理
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市民の役割
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気候変動の影響への適応について知る

自分にできる気候変動適応を実践

身近な生きものの情報発信やイベントへの参加

【市民の役割】個人の適応 3つのアクション

出展：気候変動適応情報プラットフォーム（A₋PLAT）「気候変動適応についてのスライド集」



豊田市気候変動適応情報プラットフォーム
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• 豊田市版の気候変動や適応に関する基礎的な知識の習得や情報発信をするサイト
【知る】【行動する】

• 市民参加型の気候変動影響調査（投稿機能）及び定期的なモニタリング など
【参加する】

◇地域の影響や適応策の情報発信◇トップページ

「豊田市地域気候変動適応情報プラットフォーム」
ホームページ

◇地域の適応策の情報発信



気候変動の影響が今よりも深刻になると…

18あくまでも仮定の姿です。



市民向けワークショップ →ＰＦに情報を蓄積
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気候変動での気づき→
（身近なところでの変化）

どのように対応するか→

2022年度 3回実施

計画策定後は市が中心となってNPOと一緒にWS開
催。普段の生活で感じる事を付箋にはってもらい、意
見交換しながら、適応策について議論する。まず自分
達で出来る事があると感じてもらう。理解度向上。
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